
 
 

 
 
 
 
 

  

  
 
 
 
 
 

三 島 村 教 育 委 員 会 

竹島 硫黄島 

黒島 村営船「みしま」



はじめに 

 私たちの三島村は，竹島･硫黄島・黒島という三つの島からなり立っ

ています。村の役場は海をへだてて鹿児島市にあります。  

 これらを結ぶ交通網は，週３回運航される村営船「みしま」しかあ

りません。ですから，自分たちの村について，あまり知らない人が多

いように思います。  

 ３年生の社会科では，「自分たちの市や町や村」を中心に勉強するこ

とになっています。三島村の自然や人々のくらし・仕事のようすなど

を自分の目で観察したり地図や資料などで調べたりします。また，ほ

かの市や町や村の人々のくらしや仕事のちがいを調べる勉強もします。

「なぜ，そのようになっているのだろうか」「これとあれとは，どのよ

うな関係があるのだろうか」というように，問題をもってその意味を

考えることがだいじです。  

４年生では，わたしたちの村の「人々の健康や安全なくらし」と，

「これからの三島村」についてのことなどを勉強します。  

この本は，そのような勉強に役立つようにつくられた社会科副読本

です。村内の多くの先生方のご協力と，三島村役場や教育委員会のお

せわでできあがりました。このかたがたに感謝するとともに，みなさ

んがこの本を使って，三島村のことをよくわかり「いきいきとして明

るく豊かな三島村」にするにはどうしたらよいかを考え，「ふるさと三

島」を愛する人間に成長されるよう祈ります。  

 

平成１６年３月  

三島村教育委員会教育長 長深田 悟  



3 年生の社会科の学習 

 ３年生の社会科では，つぎのようなことを学習します。 

①  自分たちの学校のまわりのようすや村ぜんたいのようすについて

しらべる。 

②自分たちの校区にすんでいる人びとは，どんな仕事をしているか，

また，わたしたちのくらしとどんなつながりがあるかしらべる。 

③ほかの校区の人びとはどんな仕事やくらしをしているか，そして，

わたしたちの校区の人びとの仕事やくらしとのちがいはどうかをし

らべる。 

 

４年生の社会科の学習 

４年生の社会科では，つぎのようなこと学習します。 

①三島村では，わたしたちがけんこうであんぜんなくらしをするため

に，どんなくふうをしているか調べる。 

②人びとはくらしをよくするために，どんなことをくふうし，どりょ

くしているか調べる。 

③わたしたちのくらしをゆたかにするために，三島村はどのようにう

つりかわってきたかを調べる。 

④鹿児島県の土地のようすや伝統工業について調べる。 



学習のじゅんじょ 

 つぎのようなじゅんじょで，自分でしらべたり，みんなで話し合っ

たりしながら，学習をすすめましょう。 

①新しいないように入ったら，教科書をもとに，どのような学習をす

るか，学習のめあてや学習のもんだいについて話し合う。 

②学習のすすめかたや学習をすすめるためにどんな方法でしらべたら

よいか話し合う。 

しらべる方法： 

インタビュー，アンケート，本，インターネットなど 

③話し合ったことをもとに，場所やたてものなどのようす，はたらく

人たちのくふうやねがい，その場所のつかわれかたなどについてし

らべる。 

④しらべて分かったことを絵や図に表したり，表にかいたり，ノート

にまとめたりする。 

⑤しらべて分かったことをもとに，発表をする。  
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一 わたしたちのすんでいる三島村 

１ わたしたちの校区 

これからわたしたちの校区のことを学習します。  

校区のようすを見わたせる高いところに登って，かんさつしてみま

しょう。  

〈かんさつすること〉  

・東，西，南，北の方位にはどんなものがありますか。  

・自分の家は，どの方位にありますか。  

・自分の家は学校から見てどの方位にありますか。  

 

〈絵地図づくり〉  

・かんさつしたことをもとに，学校を中心にした絵地図を作りましょ

う。  

・教科書や写真，絵地図などもさんこうにしましょう。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
竹島小中学校校区 



 

 

  

三島小中学校校区 

  

大里小中学校校区 

  

片泊小中学校校区 



２．三島村のようす 

（１）村全体のようす 

わたしたちのすんでいる三島村は，竹島・硫黄
い お う

島
じま

・黒島の３つの島

からできています。鹿児島
か ご し ま

のみなとから南へおよそ１００キロメート

ルのところにあります。天気のよいときには，種
たね

子
が

島
しま

，屋
や

久
く

島
しま

などの

ほかの島々や開
かい

聞
もん

岳
だけ

などが見えます。  

三島村役
やく

場
ば

のある鹿
か

児
ご

島
しま

市と三つの島をむすんでいるのが村
そん

営
えい

船
せん

『みしま』です。  

三島村の人たちは，自分たちの島だけでなく，ほかの島や鹿児島市

などともふかいかかわりをもって生活をしています。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

三島村の場所 

村営船『みしま』 



（２）竹島のようす 

竹島は，その名の

とおり，島全体が竹

に お お わ れ た 島 で

す。竹のしゅるいは，

リ ュ ウ キ ュ ウ チ ク

といいます。（村で

は，「大名竹」と言

っています。）  

竹島は，三島村の三つの島の中で，もっとも小さい島で，まわりは

およそ１０キロメートルほどです。  

高い山はなく，木のしゅるいも多くありません。「井がわ」という水

のわき出すところはありますが，川が一つもないので田んぼはありま

せん。畑の多くには，ぼくそうがうえられています。  

海岸のほとんどは急ながけになっていますが，魚がつれるよいつり

場がたくさんあります。  

竹島の地図 

 

全体が竹におおわれた竹島 



（３）硫
い

黄
おう

島
じま

のようす 

 硫黄島は，まわりがおよそ１５

キロメートルあります。三島村の

３つの島のまん中にあります。島

には，今でもふん火している硫
い

黄
おう

岳
だけ

がそびえています。また，島の

東がわには，１９３４年（昭和９

年）の海でのふん火でできた 昭
しょう

和
わ

硫
い

黄
おう

島
じま

もあります。  

硫黄岳は今もけむりをあげているので，そのにおいやはいがときど

き村の人たちをなやませます。やさいや花などがかれてしまうことも

あります。  

 島には温せんがたくさんわいていて，島の人たちやかんこう客によ

ろこばれています。火山や温せんなどのえいきょうで海がみどりや茶

色になっています。  

硫黄島には川や田んぼがなく，みなとのまわりには平らな土地がひ

ろがっています。  

 

 

 

 

 

 

 

 

硫黄岳 

 

東温せん 



（４）黒島のようす 

 黒島は，島全体に木がたく

さん生えていて黒く見えるの

で「黒島」と名づけられたと

言われています。三つの島の

中で一番大きく，島のまわり

がおよそ１５キロメートルあ

ります。島のまん中には６２

２メートルの高さの櫓岳
やぐらたけ

のほ

か，５００メートルより高い

山が６つもあります。たいらな所が少ないのもこの島のとくちょうで

す。 

 黒島には，ほかのところではあまり見ることのできないめずらしい

植物がたくさんあります。また，ヤツガシラやカラスバトなど，いろ

いろな野鳥をかんさつすることもできます。動物ではイタチがいます。

イタチは，ねずみをたいじするために，島にはなしがいにしたのがふ

えたのです。 

 黒島には川がたくさんあります。小川まで入れると千ぐらいの川が

あると言われます。黒島の川の水は，

いつも流れているので，水道の水とし

てり用されています。ほかにも，まき

場では牛の水のみ場にり用されるな

ど，人々のくらしに大へんやくだって

います。 

黒島の地図 

 

黒島の中里川 



村役場 

 
役場で仕事をしている役場の人 

３ 三島村のいろいろなしせつ 

 三島村には，村民のよりよいくらしをねがって作られたいろいろな

しせつがあります。  

（１）村役場
や く ば

 

 三島村の役場は鹿

児島市にあります。役

場では，村の人びとが

住みよいくらしがで

きるように仕事をし

ています。また，村の

こ と を 話 し 合 う 村

議会
ぎ か い

の議場
ぎじょう

や，学校などの世話をする教育委員会の事務局も役場の中

にあります。  

 

（２）役場の 出 張 所
しゅっちょうじょ

 

そ れ ぞ れ の 校 区 に

は，役場出張所があり

ます。出張所は鹿児島

市にある役場とほと

んど同じ仕事をして

います。また，役場からのお知らせやいろいろな調査
ちょうさ

，船や荷物の世

話もしています。校区にある村のしせつのお世話もしています。  

身のまわりで行われている村役場の仕事をくわしく調べてみまし

ょう。  



（３）三島村開
かい

発
はつ

総
そう

合
ごう

センター 

 硫黄島には，「三島村開発総合セン

ター」があります。センターができ

る前まで，硫黄島には小さな集会室

はありましたが，地くの大ぜいの

人々が集まって，会を開ける広くて

大きなしせつはありませんでした。    

そこで役場は，地くの人たちのねがいをうけて，県や国にしせつづ

くりについての協力をおねがいしました。そして，１９８４年（昭和

５９年）９月に開発センターができました。 

三島村開発総合センターにあるへや 

地くのセンターたんけん 

・ それぞれの地くのふれあいセンターやふるさとセンター，開発セン

ター，公民館にはどのような部屋があるかしらべましょう。 

・ それぞれのちいきのふれあいセンターやふるさとセンター，開発セ

ンター，公民館はどのような人にどのように利用されているかしら

べましょう。 

 

 
三島村開発総合センター 



（４）しんりょう所 

 しんりょう所は，人々のけんこうを守るとても大切なはたらきをし

ています。おいしゃさんがいないときもかんごしさんがテレビ電話で

そうだんしながらちりょうをしています。また，鹿児島赤十字びょう

いんの先生が３ケ月交たいで三島村に来てくださり，それぞれの地く

のしんりょう所を月２回ぐらいずつ回ってくださいます。急なびょう

気や大けがは，自衛隊
じ え い た い

や鹿児島県のヘリコプターでびょういんにはこ

んでもらっています。  

                   

  

 

 

 

 

 

 

しんりょう所についてしらべましょう 

・しんりょう所にはどのようなきかいやものがあるのかしらべましょ

う。  

・しんりょう所には何人ぐらい人が来るのかしらべましょう。  

 

ヘリコプターで運んでいるところ 

（ 海 上
かいじょう

自 衛 隊
じ え い た い

鹿 屋
か の や

航 空
こ う く う

基 地
き ち

ホ ー ム ペ ー ジ よ り ）  

 

しんりょう所  



（５）ヘリポートと飛行場 

 ヘリポートは竹島，大里，片泊に，飛行場は硫黄島にあります。急

な病気にかかった人や大けがをした人をヘリコプターや飛行機ではこ

んでもらうためのしせつです。 

  

三島村の飛行場やヘリポート 

ヘリポート，飛行場をしらべましょう 

・ ヘリポートや飛行場が，それぞれの島のどこにあるかしらべましょ

う。 

・ どんなときにヘリコプターや飛行機がとぶのか，どこからヘリコプ

ターや飛行機がくるのかなどインタビューしてしらべよう。 



二 三島村の人びとの仕事とくらし 

わたしたちのすんでいる三島村の人びとは，どんなしごとをしてい

るのでしょう。ここでは，次のことについてしらべます。 

・ 自分のすんでいる島や村内の人々のしごとのないよう 

・ それらのしごとをうまくすすめるためのくふうについて 

 

三島村のいろいろなしごと 

 



二 三島村のしごとのようす 

（１）商店がいのはたらき 

 ①三島村の商店のようす 

 三島村のそれぞれの島には，商店（店
みせ

）があり，人びとの生活にや

くだっています。わたしたちのちかくの商店のようすをしらべてみま

しょう。 

三島村にある商店のようす 

自分の島の商店をしらべましょう 

・ 自分の島にはいくつ商店があるかしらべましょう。 

・ 自分の島の商店にはどのようなものが売っているのか調べましょ

う。 

・ 商店に売っていないものはどうしているのかしらべましょう。 



② 鹿児島市のスーパーマーケットのようす 

三島村の店に売っていないものは鹿児島の店で買うことになります。 

スーパーマーケットではいろいろなものを売っています。スーパー

マーケットはたくさんの品物を売るために，どんなくふうをしている

のでしょうか。  

 

 
 

 

  

  

  

鹿児島のスーパーマーケットの様子 



スーパーマーケットをしらべましょう 

・ スーパーマーケットにはどのようなものが売っているのかしらべ

ましょう。 

・ スーパーマーケットではおきゃくさんに品ものを買ってもらうた

めにどんなくふうをしているか考えましょう。 

 

 

 

 



（２）のうぎょうのようす 

 ①米づくり 

 三つの島で，水田による

米づくりができるのは，黒

島だけです。黒島には川が

多く，水がたくさんあるか

らです。  

むかし，黒島には，たく

さんの水田がありました。

しかし，今では，水田は少

ししかありません。また，お正月のしめなわを作るときに使うワラを

とるためにりくとう（畑でつくる米）を作っているところも少しあり

ます。 

 
黒島（大里）にある水田 



②さつまいもづくりと野さいづくり 

ほとんどの家では，さつまいもや野菜づくりをしています。 

さつまいもは３月にいもどこを作って，たねいもを植えつけます。 

たねいもから出たつるを５月～６月に切り取り，畑に作ったうねに植

えこみます。夏休みのころ，草取りや肥料や利などをして 10～11 月ご

ろとり入れます。そして，いもがまといって，畑やたけやぶなどにあ

なをほり，たくわえます。 

たくわえたいもは，春ごろまでに食べたり，おくりものにしたり，

なえ作りのたねいもとして使ったりします。 

             

 また，どこの家でも自家用として，しまきゅうりやにがうり，大根

などの野菜を作っています。どの畑も竹がすぐにはえるので，畑のま

わりに深いみぞをほり，竹の根が畑に入りこまないようにしていると

ころもあります。  

 

 
野さい畑 

 
いもをほぞんしている畑



牛のお産 

（３）ちくさん業のようす 

 三島村が力を入れてい

る仕事の一つに，牛をかう

仕事があります。三島村は

温だんな気こうで牧草が

よく育ちます。このような

自然のめぐみをうまく利

用したちくさん業を村の

大きな産 業
さんぎょう

にしようとしているのです。  

 牛をかう仕事は，仕事の内容によって２しゅるいの農家
の う か

に分けられ

ます。１つは，元気な子牛を産ませて，その子牛を売る生産
せいさん

農家，も

う１つは，買ってきた子牛を大きく育てて売る肥育
ひ い く

農家です。三島村

では，ほとんどが生産農家です。硫黄島では農産
のうさん

会社，竹島と黒島で

はそれぞれ畜産
ちくさん

振興会
しんこうかい

を作り，よい牛を育てるためにきょう力して仕

事をしています。村内では，およそ５０戸の農家が牛をかっています。  

牛をかう仕事には，広

い土地が必要です。村か

らのほ助で竹林をばっ

さいし，放牧
ほうぼく

場や牧草地

を作っています。  

 

 

 

 

 
牧場のようす 



かっている牛の数と売った牛の数
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売った牛の数

かっている牛の数

牛をかっている農家では，毎日牛にえさをあげたり，牛しゃのそう

じをしたりしています。また，牧草を育てたり，害虫
がいちゅう

や病気から牛を

守ったりしています。そのほか，牛を牧場から別の牧場へうつしたり，

牧場のさくを直したりしています。  

月２回「牧場の日」を決めているところもあります。この日は，ほ

かの仕事を休んで，どの家からも一人ずつは，牧場の仕事に出るよう

になっています。  

農家では，生まれてから

１０ヶ月ほど育てた子牛

を島外へ売りに出します。

市場でせりにかけるので，

売りに出すときによって

値だんが変わります。  

 

 

 
牛の出荷のようす 



（４）漁業のようす 

  三島村のまわりには，たくさんの魚がいます。みなともよくなり，

魚のとり方もくふうされてきました。とった魚を入れるためのれいぞ

う（れいとう）庫や，生きたまま魚を入れて置ける活魚そうもありま

す。また，村営船「みしま」で，しんせんな魚を送ることができます。

とった魚のほとんどは，鹿児島の市場へ送られています。とくに，イ

セエビのとれるじきになると，４つのみなとからイセエビが生きたま

ま送られます。 

漁業についてしらべましょう 

・ 島のまわりでどのような魚がどれくらいとれるのかしらべましょ

う。 

・ どのような方法で魚をとっているのかしらべましょう。 

・ イセエビが島のまわりからいなくならないように，どのようなくふ

うをしているかしらべましょう。 

・ りょうしの人たちのくろうや，魚をとるためのくふうについてしら

べましょう。 



（５）林業のようす 

  三島村には，さまざまな林
りん

産
さん

物
ぶつ

（森や林からとれるもの）がありま

す。なかでもたけのこやつばきなどがよくとれます。 

 硫黄島には，古くからつばきがたくさんはえていました。その実を

とって鹿児島県内の工場におくり，つばき油を作っています。 

また，三島村でとれる「大名だけ」とよばれるたけのこはふつうの

たけのこにくらべやわらかく，味も良いので，鹿児島市や全国におく

られています。 

三島村では，これらの林産物をたくさんの人に知ってもらうために，

役場やみしまの売店などにおいてあります。また，鹿児島県内や鹿児

島いがいの場所でもせん伝をして，たくさんの人たちに買ってもらえ

るように努力しています。    

三島村の林産物はおみやげとしても大へんよろこばれています。 

林業をしらべましょう 

・ 自分の島で，どんなじきにどんなものがとれるのかしらべましょう。 

・ つばきやたけのこなどをとるために，どのようなくろうがあったり，

くふうをしたりしているのかしらべましょう。 



（６）たけのこ工場のしごとのようす 

 三島村にはたくさんのたけのこがはえています。このたけのこは，

やわらかくて味がよく，鹿児島県内や鹿児島いがいの場所でも売られ

ています。 

  

 たけのこがとれるのは，５月の末から６月の末までです。 

 とったたけのこは，たけのこ工場へ運ばれます。工場では，機会も

使われていますが，人の手でしなければならないところもたくさんあ

り，島の人たちがこうたいではたらいています。たけのこは，島の人

たちや村にとって大切な 収 入
しゅうにゅう

の一つです。 

たけのこの工場のようす 

たけのこ工場をしらべましょう 

・たけのこ工場の仕事のじゅんじょをしらべてみましょう。 

・たけのこをとる人たちや，工場ではたらく人たちのくろうや，仕事

のときのくふうなどについてしらべましょう。 

・工場で，どのようなきかいがつかわれているかしらべましょう。 



（７） 旅館
りょかん

･民 宿
みんしゅく

の仕事のようす 

 わたしたちの三島村は，うつくしい自然が多いので，かん光におと

ずれる人がいます。また，仕事で来る人も多いため，それぞれの島に

は民宿があり，今は三つの島を合わせて 14 件の民宿があります。  

 民宿では，三島村にやって来る人びとが楽しい思い出をつくれるよ

うに，いろいろなくふうをしています。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

民宿のことをしらべましょう 

・民宿にはどんな仕事があるのかしらべてみましょう。  

・民宿の人はどんなくふうをしているのかしらべてみましょう  

   

   

民宿のようす 



（８）その他の仕事のようす 

 ①発電所 

黒島には，発電所が大里地

区にあり，黒島（大里と片泊）

の２０４けんに電気を送って

います。 

 発電所のおもな仕事は，そ

れぞれの家に電気を送ること，

電気をつくるきかいが止まら

ないように注意して見ておく

こと，それぞれの家へ行って，

どのくらい電気を使ったかメ

ーターをはかり，電気代を集

金することです。また，黒島

には全部で５３１本の電柱が

あるので，それを点けんするのも大切な仕事です。 

 黒島発電所では４人の人がはたらいています。２４時間ずっと電気

を送るために，交代で仕事をしています。また，台風や大雨のとき   

には，４人とも発電所に来て，電気が止まらないように，みんなで仕

事をしています。  

電気は今の生活になくてはならない大切なものなので，いつも４人

で協力して仕事をするようにしています。 

発電所の仕事についてしらべましょう 

・じっさいに発電所にしらべに行って見ましょう。  

 
黒島発電所のようす 

電気をつくるきかい 



 ②けんせつぎょう 

 三島村の四つの地区には，

それぞれけんせつ会社があ

り，道路や港をきれいにし

たり，村えい住宅をたてた

りする仕事をしています。  

けんせつ会社ではたらく

人は，それぞれの地区にす

んでいる人と鹿児島などか

らはたらきに来る人がいます。鹿児島などからはたらきに来る人たち

のためには，宿舎
しゅくしゃ

という，みんなできょうどう生活をするしせつがあ

ります。 

 

 

 

 
工事をしているようす 

○ けんせつ会社ではたらく人にインタビューしました。 

わたしは，黒島の会社に来てから１年になります。今の仕事は，

新しい道ろをつくることです。外での仕事なので，夏のあつい日や

冬のさむい日はとてもたいへんです。また，道ろをつくるためのと

くしゅな車を運てんしないといけないので，安全にはとくに気をつ

けています。しかし，仕事が大へんなぶんわたしたちがつくったも

のがかんせいすると，とてもうれしいです。早く新しい道ろを村の

人たちに使ってもらえるようにわたしも仕事をがんばっています。  



三 くらしを守る 

１ 火事をふせぐ 

（１）わたしたちの身をまもるためのせつび 

 火事は，家や家ぐだけでなく，わたしたちの大切な命もうばってし

まいます。わたしたちは火事を出さないように，ふだんから気をつけ

ていなければなりません。しかし，火事は，ちょっとしたゆだんから

おこります。そのようなときのために，わたしたちの身の回りには，

いろいろなせつびがととのえられています。 

 

 

わたしたちの身をまもるせつびをしらべましょう 

・ 学校や地いきには，わたしたちの身をまもるために，どのようなせ

つびが，どこにじゅんびされているのかしらべましょう。 

・ それぞれのせつびは，どのような役わりをはたすのかしらべましょ

う。 



（２）消ぼう団 

 わたしたちの村で火事がおこった

とき，一ばん早くかけつけてくれるの

が消ぼう団です。消ぼう団の人は，ふ

だんは自分のしごとをしていますが，

火事や地しんなどを知らせるサイレ

ンが鳴ると，仕事をやめて，すぐにか

けつけます。そして，火を消したり，

小さい子どもやお年よりが，安心してにげることができるように手助

けしたりしてくれます。 

 また，日ごろから消火くんれんやポンプの手入れ，消火せんやぼう

火水そうの見回りもしています。 

 

消防団が使う道具 

消ぼう団をしらべましょう 

・ 消ぼう団のしごとや，しごとで大へんなことについてしらべましょ

う。 

・ 自分たちが，火事をふせぐために気をつけなければいけないことを

消ぼう団の人に聞いてみましょう。 

・ 消ぼう団ではたらく人たちと消ぼう所ではたらく人たちの仕事の

 
学校での防災訓練 



ちがいをしらべましょう。 



２ 事こをふせぐ 

 わたしたちの村は，鹿児島市など

にくらべると，交通量は少ないです

が，自転車やオートバイ，自動車を

使っている人も多く，いつ事こにま

きこまれるかわかりません。 

 けいさつでは，事こがおこらない

ように，学校や地いきでふだんから交通しどうを行っています。もし，

交通事こがおこった時には，けいさつが事このようすや事こを起こし

た人たちについてしらべます。 

 三島村では，硫黄島にけいさつのちゅうざい所があって，ここのけ

いさつかんが三つの島をまわり，事こやはんざいをふせぐためにはた

らいています。 

けいさつのしごとをしらべましょう 

・ けいさつかんは，事こやはんざいがおこっていない時は，どのよう

な仕事をしているのかしらべましょう。 

・ 事こやはんざいがおこってしまった時，けいさつかんはどのような

しごとをするのかしらべましょう。 

・ 警察の仕事で大変なことや，仕事をしていてよかった思うことを聞

いてみましょう。 

・ 事こやはんざいにわたしたちがまきこまれないためには，どのよう

なことに気をつければよいか，けいさつの人に聞いてみましょう。 

 

 

学校での交通しどう 



３ 風水がいをふせぐ 

 夏から秋にかけて，台風はわた

したちの村にしばしばひがいをも

たらします。 

 台風がそれほど島のそばを通ら

ない時でも，強い風のため，海で

は波が高くなり，村営船「みしま」

が何日もこう海できないこともあ

ります。 

 台風が島に近づいたときは，高い波で，道路や家，船などがこわれ

てしまうことがあります。 

 また，強い風で屋根がふきとばされ，たてものがたおれたり，電せ

んがちぎれ，てい電になったりすることもあります。 

風水がいをふせぐために 

・ 台風のひがいをふせぐために，家やちいき，村がしているくふうや

仕事を調べてみましょう。 

 

台風のようす 



４ 安心してくらせる村に  

 わたしたちが安心してくらすために，村ではどのようなことをして

いるのか調べてみましょう。  

  
ヘリポート がけくずれを防ぐためのネット 

  
砂防
さ ぼ う

ダム 新しいていぼう作り 

  
防災
ぼうさい

無線
む せ ん

 薬
や く

ざいさんぷ 

安心してくらせる村にするために  

・ わたしたちが安心してくらすために，どのような村づくりをすす

めていけばよいか，みんなで考えてみましょう。  



四 住みよいくらしを支える 

１ ごみのしまつと利用 

わたしたちの家から出るごみには，どんなしゅるいがあるでしょう

か。また，ゴミの量はどのように変わってきているでしょうか。  

むかしは，家からごみが出ると言っても，台所の生ごみやわらくず，

木くずなどがほとんどでしたし，その量も少なかったので，あなをほ

ってうめたり，台所からそのまま流したり，川や海にすてたりしてい

ました。  

ところが，生活のようすが変わってきたので，家から出るごみの量

もひじょうにふえ，しゅるいも多くなりました。これらのごみを，今

までのようにすてていたのでは，くさってにおいがしたり，ハエやネ

ズミがふえたりしてこまります。また，食べ物などをつつんであるパ

ックやビニルぶくろ，ビニルひも，プラスチックなどは，もやすと黒

いけむりをだして体に害
がい

も多いのです。ビニルやプラスチック・あき

かん・あきびん・そ大ごみ（テレビや冷ぞう庫などのこわれたもの）

などは，すてるといつまでもくさらないし，海をよごし，危険
き け ん

です。

こうした問題は，どこの地区でもありました。  

そこで，人びとは，ごみのしまつについてどうしたらよいか相談し

ました。役場やほけん所でも，ごみ集めの問題をしんけんにとりあげ

て相談するようになりました。こうして，わたしたちの村でも，ごみ

集めが昭和５２年ごろから行われるようになりました。集められたご

みなどは，人里はなれた，人があまり行かない場所を切り開き，そこ

へ，自動車で運んですてるようになりました。  

今では，地区の人びとの話し合いで決められた係の人におねがいし



て運んでもらっていま

す。毎週，「ごみすての

日」を決め，それぞれの

家では，ごみをじょうぶ

なふくろやはこなどに

入れて，決められた時間

に道路わきのごみステ

ーションに出しておき

ます。  

ごみは生ごみと，それいがいのごみに分けてすてます。集められた

生ごみはしょうきゃくの機械で燃やしますが，それいがいのごみはそ

れぞれの地区で決められたごみすて場に集められます。  

しかし，家庭で出すごみがふえるにつれて，ごみすて場にすてられ

るごみもどんどんふえていきます。そのため，ハエが集まったり，カ

ラスがつついたりして，

不衛生
ふ え い せ い

になっていきます。

また，何かのひょうしに火

がついて火事が起こる心

配もあります。これからは，

いかにたくさんのごみを

しまつしていくかが大き

な問題です。  

 

 

生ごみしょりしせつ 

 
ごみステーション 

自分の地区のごみのしまつや，大きな町や市などのごみのしまつ

を調べましょう。 



 

日暮
ひ ぐ ら し

川のダム 

２ 水道とわたしたちのくらし 

水道が使われるようになる前の三島村の人びとは，いど水やわき水

をくんで生活に使っていました。  

昔は，くんだ水をタンゴやバケツに入れて，てんびんぼうでかつい

で運んでいました。近くにいど水やわき水のないところでは，遠くま

で何回も水くみに行かなければなりませんでした。また，だんだんの

急な坂をのぼったりおりたりして運ぶなど，ふべんな生活でした。水

くみは女の人の仕事でしたが，忙しくなると子どもたちも手伝うなど，

大変な仕事でした。  

そこで，みんなは，いつでも水が使えるように水道がほしいという

願いを持っていました。そして，昭和３６年１２月に大里，昭和３７

年３月に竹島，昭和３９年３月に硫黄島，昭和４０年９月に片泊に簡易
か ん い

水道ができました。そのおかげで，今では，島のほとんどの家に水道

が引かれ，いつでもきれいな水が使えるようになって，生活が大変便

利になりました。  

今の水道は，わき水や川の水などを，

揚水
ようすい

ポンプで配水
はいすい

タンクにためて，しょ

うどくしてからきれいな水をそれぞれ

の家に送るしくみになっています。竹島

や硫黄島では，川が少ないために地下水

をポンプでくみ上げて使っています。ま

た，黒島では日暮
ひぐらし

川にダムを作って，た

めた水を使っています。水道の水は，わたしたちの家だけではなく，

学校や出張所，ふれあいセンター，また，牛を飼ったり，作物をさい



高速
こうそく

ろ過
ろ か

装置
そ う ち

 

ばいするときなど，いろいろなところで

利用されています。そして，使う水の量

も毎年増えていっています。  

三島村では，いつでもきれいな水を利

用できるように，もっと水道施設をよく

していくための努力をしています。わた

したちは，生活にかかすことのできない大事な水を，むだ使いしない

ように心がけていくことが大切です。  

水のしまつ  

鹿児島市などのたくさんの下水が流れる所には「下水
げ す い

処理場
しょりじょう

」があ

ります。そこでは，水の中のよごれをしずめたり，薬を入れたりして，

きれいにしていきます。きれいになった水は最後に川や海に流すこと

ができます。下水処理場では流される水のよごれ具合をしっかりけん

さしています。  

このようにわたしたちが，ふだんなにげなく使った水の始末につい

てもいろいろな工夫や施設が必要なことがわかります。  

水道のことをしらべましょう  

・ 水は，わたしたちの生活にとって，なくてはならないものです。

わたしたちが，学校や家庭で使っている水は，どこから，どのよう

にして送られてくるか，調べてみましょう。  

・ あなたの地区では使った水はどうなっているか調べてみましょう。 



五 かわってきた三島村 

１ 学校のむかしと今 

（１）学校のうつりかわり 

下の写真は，むかしと今の学校のようすです。では，今のようにり

っぱな学校になったのはいつでしょうか。また，むかしの学校の様子

はどうだったのでしょうか。年表を使ったり，おじいさん，おばあさ

んやお父さん，お母さんなどから話を聞いたりして調べてみましょう。 

竹

島

小

中 

三

島

小

中 

大

里

小

中 

片

泊

小

中 



大里小・中学校のうつりかわり  

年 代  お も な で き ご と  

昭和 ５年  

 

昭和２２年  

 

 

昭和２４年  

昭和３０年  

 

昭和３１年  

昭和３６年  

昭和４０年  

昭和４５年  

昭和４６年  

昭和４７年  

昭和５１年  

昭和５５年  

平成 ２年  

平成 ４年  

平成 ９年  

・公立
こうりつ

学校となる。  

（硫黄島
い お う じ ま

尋常
じんじょう

高等
こうとう

小学校大里分 教 場
ぶんきょうじょう

）  

・ 大里と片泊の学校がいっしょになり黒島小学校が

できる。  

・ 中里に硫黄島中学校黒島分校ができる。  

・ 大里小学校となり，新しい校舎ができる。  

・ 学校用水力発電所ができる。初めて教室に電とうが

つく。  

・ 大里小・中学校の校歌ができる。  

・ 学校用火力発電所ができる。  

・ 鉄きん校しゃ（今の校しゃ）ができる。  

・ 校章と校旗
こ う き

が決まる。  

・ へき地集会室（こう堂）ができる。  

・ 毎日給食がでるようになる。  

・ 水道がとりつけられる。  

・ 新しい給食室ができる。  

・ 技術室
ぎじゅつしつ

が新しくできる。  

・ 校庭全面にしばふを植
う

えつける。  

・ しおかぜ留学
りゅうがく

せいどが始まる。  

 学校のうつりかわりをしらべ，年表にまとめてみましょう。  



（２）１００年ぐらい前の学校のようす（大里小・中学校の例）  

 このころの学校は，私立

大里尋常
じんじょう

高等
こうとう

小学校とい

いました。  

 この学校は，地区の人た

ちがお金を出し合ってつ

くった学校です。  

 校しゃは，たて，横それ

ぞれ６メートルぐらいの

大きさで，ささぶきの校しゃでした。ゆか板もあり，つくえや２人が

けのいすもありました。子どもの数は３０人ぐらいでした。初めは男

の子だけでしたが，あとから女の子たちも学校に来るようになりまし

た。  

 学校の勉強は，「読み・書き・そろばん」でした。１さつの本がよく

読み書きできるようになると，次の新しい本がもらえることになって

いました。それで，早く新しい本をもらおうと，友だちときょうそう

して読み書きを練習していました。  

 勉強道具は，すみ，筆，石
せき

ばん，石
せき

ひつを使っていました。服そう

は，長着物だけを着て，おびをしめており，はき物は，自分で作った

わらぞうりかげたをはいていました。  

 子どもたちは，赤ちゃんの子守をしなければなりませんでした。だ

から，中には赤ちゃんをおんぶして学校に来て，勉強をする人もいま

した。  

 

１００年ぐらい前の学校のようす 



（３）５０年ぐらい前の学校のようす  

 このころは，せんそうが

終わってすぐのころだっ

たので，いろいろなものが

ふそくしていました。学校

へ行くときは，かすりの着

物を着て，わらぞうりをは

き，教科書はふろしきにつ

つんでいました。学用品も

少ししかなかったので，え

んぴつには，竹をつけて１センチぐらいになるまで大事に使っていま

した。また，図書室にある本やじてんは，小・中学生が，夏休みや冬

休みにまきを切り出してかせいだお金やつわを売ったお金で買ったも

のでした。  

 このころは，給食もなく，家からからいもを持って来て食べていま

した。しばらくすると，牛にゅう（だっしふんにゅう）やパンの給食

がはじまりました。子どもの数が多かったので，パンは子どもたちも

手伝って作っていました。  

遊びでは，トンチンカンやこままわし，かんぜ丸などがありました

が，学校から帰ってからはあまりしませんでした。学校から帰ると，

子守や水くみ，麦ひき，夕食のからいもたきなど，毎日決まった手伝

いがたくさんあったからです。お父さんやお母さんは，夜暗くならな

いと畑仕事から帰ってこなかったので，とてもさびしいものでした。  

 

 

 

昭和２４年の校しゃと子どもたち 



 

昔の水タンク 

２ くらしのうつりかわり 

（１）古い道具調べ 

今，私たちの身の回りには，たくさんの電化製品
せいひん

があります。スイ

ッチを入れるだけでいろいろなことができます。大変べんりな世の中

になりました。  

毎日使っている水も，はじめのころは，川の水をタンゴに入れて運

んでいましたが，やがて井戸をほってつるべでくみ上げるようになり

ました。今は水道のじゃ口をひねるだけ

で，水が使えます。雨の日や寒い日でも，

家の中で水が使えるので，大変べんりで

す。  

ここでは，みんなの家で使っているだ

んぼう器具のうつりかわりをおじいさ

んに聞いてみました。  

（２）おじいさんの話 

やっぱり，いろりがなつかしいなぁ。火がよく燃えているときは家

の中全部があたたまったものだよ。あたたまるだけではない。いろり

の上から下がっているじざいかぎに，なべややかんをつるしてすいじ

ができたし，炭火があれば，魚やもちを焼くこともできたものだ。そ

れに，家族が同じ所に集まることができたのでとっても楽しいことが

多かったなぁ。  

だけどなぁ，たきぎが燃えないときは，家の中がけむりでいっぱい

になって，いろりのそばだけでなく，家のどこにいても，けむたくて

けむたくて大変なものだった。  



 

昔の道具 

それで，わしが子どものころは，たきぎがよく燃えるようにしてお

くことが，子どもの仕事の一つだった。大人がわったまきをよく乾く

ようにしたり，雨が降りそうなときは，かわいたまきを床の下に入れ

たりしたものだ。  

そういえば，いろりのほかにひばちもあった。特別なお客さんのと

きだけ使っていたから，お客さんが帰った後，子どもたちは先をあら

そってひばちにあたったものだ。でも，手や顔だけがあたたまって，

足は冷たいままだった。ひばちにあたっているのが見つかると「子ど

もは風の子，外で遊べ」と追い出されていたものだ。ほりごたつもあ

ったが，炭火を使ったこたつだった。ひばちとは反対に，足はあたた

まったが，手や顔は冷たかった。  

３０年ばかり前に石油ストーブを使い始めた。それまでは，いろり

にたきぎをつぎ足したり，炭をつぎ足したりして，大変めんどうだっ

た。石油ストーブは空気のいれかえはし

なければならんが，いろりのようにけむ

たくないし，どの部屋にもかんたんに持

ち運びできるから便利だな。でも魚やも

ちを焼けないのは残念だ。  

そのあとにできたのが電気ごたつだ。

電気ごたつは座ったままでスイッチを入

れたり，温度をちょうせつしたりできる

から，ほんとにべんりになったものだ。

空気もよごれないし，どこへでも運べる

からべんりだが，いろりにくらべるときゅうくつなものだ。  



ところで，今わたしの部屋にはルームエアコンが取り付けられてい

る。夏は冷房，冬は暖房
だんぼう

になる大変いい機械
き か い

だ。スイッチ一つでいろ

いろに使い分けられるのだから，本当にべんりになったものだ。  

でも，楽をするのはいいが，たくさんのスイッチを使わなければな

らんし，お金もかかる。いろりのように，いく通りにも使えないのは

ざんねんだな。  

 

しらべてみましょう  

おじいさんのお話は，これでおしまいです。暖房器具だけでなく，

ほかの道具もいろいろ変わってきています。調べてみましょう。  



（３）三島村のむかしさがし 

①しせきや記ねんひ 

 三島村には，むかしのようすを伝えてくれるものやたてもの（しせ

き），村の人びとのためにつくしてくれた人を記ねんするための記ねん

ひなどが見られます。 

ア．それぞれの島にあるしせき 

・ 聖
ひじり

大
だい

明
みょう

神社（竹島） 

 島の西がわにあります。中には鏡が５面と仏ぞ

うが数体あります。入り口にある「かいじし」が

神社を守っています。 

・安
あん

徳
とく

天
てん

皇
のう

のはか（硫黄島） 

 三島小中学校の東にあります。源
げん

氏
じ

に負けて硫

黄島に来た平
へい

家
け

の安徳天皇と天皇とかんけいの深

い人のはかがあるといわれています。 

・熊
くま

野
の

神社（硫黄島） 

 硫黄島のみなとのすぐ北にあります。むかし，

平氏にこの島に流された 俊
しゅん

寛
かん

たちが，早く帰るこ

とをいのってたてられたといわれています。 

・六
ろく

地
じ

蔵
ぞう

（竹島） 

 竹島のあみだ堂
どう

あとにあります。高さは，だい

たい２ｍあります。ささの中にうまっていたもの

を１９７０年（昭和４５年）にほりおこして組み

立てました。 

 

聖大名神社 

安徳天皇のはか

熊野神社 

六地蔵 



・黒
くろ

尾
お

大
だい

明
みょう

神社（黒島） 

 大里地区にあります。４００年ぐらい前にたて

られました。海での安全をまもる神様がまつられ

ています。 

・イバドンのはか（黒島） 

 片泊にあります。「イバドン」というのは，かま

くらから黒島の平家をたおしにきた源氏のさむら

いです。弓の名人で，「大庭
お お ば

どん」とよばれていま

したが，いつの間にかイバドンになりました。 

しせきをしらべましょう 

・ しせきがある場所や，そのゆらいについてしらべましょう。 

イ．それぞれの島にある記ねんひ 

 それぞれの島の学校や地いきには，学校がたてられたことやどうろ

ができたこと，島ができたことなどを記ねんしてたてられた記ねんひ

があります。 

   

それぞれの島にある記ねんひ 

記ねんひをしらべましょう 

・ 自分の島のどこに記ねんひがあるのか，どのようなことを記ねんし

てたてられたのかをしらべましょう。 

・ 記ねんひがたてられたころのようすを地いきの人に聞きましょう。 

黒尾大明神社 

イバドンのはか



② 行事やまつり 

わたしたちの村には，むかしから伝わるいろいろな行事やおまつり

がのこっています。お正月の行事，３月の節句
せ っ く

，５月の節句
せ っ く

，七夕ま

つり，おぼん（八月踊り），十五夜のつな引きそのほか神社のおまつり

などがあります。それぞれ，自分の家でするおまつりもあれば，地区

の人たちがみんなで楽しむ行事もあります。村の人たちは，行事やお

まつりをとおして，みんなでなかよくくらしてきたのです。  

 それぞれの地区で行われているものを一つずつ調べてみましょう。  

 

ア 馬方
うまかた

踊
おど

り  

 一月に竹島の 聖
ひじり

神社で行われる踊りです。ほうそう（てんねんとう）

よけの踊りで，今から約２００年前から始められたものです。神社の

けいだいに，このときだけおねがいして来ていただいたお伊勢
い せ

様
さま

をま

つり，この前で２日間踊りつづけます。家によってそれぞれ決まった

席をとり，チグン（べんとう）を食べるなどして，とてもにぎわった

ということです。見物人をせいりするために「だんな」とよばれる男

二人が，「東西棒
ぼう

」という

大えだをついて，のっしの

っしと踊り場を見回りま

す。  

 ５０年くらい前までは，

この２日間，学校も休みに

していたほどだったそう

です。  

 

竹島の馬方踊り 



 今は，昔のにぎわいはなく，チグンをもっていく人も少なく，せき

もとらずに立ち見をしています。  

 

イ 八朔
はっさく

太鼓
た い こ

踊
おど

り 

 硫黄島に伝わる踊りです。

慶長
けいちょう

３年（１５９８年）さ

む ら い 大将
たいしょう

の 長浜
ながはま

氏
し

ら が

薩摩
さ つ ま

のとのさまにしたがっ

て 豊臣
とよとみ

秀吉
ひでよし

の 朝鮮
ちょうせん

出兵
しゅっぺい

に

参加
さ ん か

していました。そして，

たたかいに勝って帰ってき

たことを祝って硫黄大権現
おおごんげん

宮に奉納
ほうのう

したのがこの踊りです。矢旗
や は た

をせ

負い，たいこをむねにつけ，白いはちまきをした踊り手十数人と，花笠
がさ

をつけた一人のかね打ちがいっしょになって踊ります。昔は，「北山神

社」「もろこしどん」で踊り，そのあと，島の中を踊ってまわっていま

した。これは，島のあくまを集めるという意味があり，さいごに海に

すてていました。今は，熊野
く ま の

神社の前で踊っています。 

 また，踊りのと中に頭に大きな面をかぶり，みのを着た人たちが出

てきます。そして，手に持った木のえだで，島の人たちの体をたたい

てまわります。これには，人びとの体の中に入りこんでいる悪いもの

を追い出そうという気持ちがこめられています。 

 この硫黄島の八朔太鼓踊りは，県の無形民
みん

俗
ぞく

文化財
ざい

に指定
し て い

されてい

ます。 

 このほかに，九月踊り，１月７日のクセンボ，１月１５日のやくば

 

硫黄島の八朔太鼓踊り 



らい，８月１５日の夜に行われる柱松
はしたまつ

などがあります。 

ウ 面踊
めんおど

り 

 この踊りは，大里に伝わる八月踊りの一つです。 

 踊り子は十数人が，思い思いのぼろの服を着て，腰にはひょうたん

をぶらさげています。顔には，オニ，オカメ，ヒョットコ，カッパな

どの，こわいような，おかしいような面をつけます。手には，すりこ

ぎとしゃもじを持っています。 

 そして，「ヒョウ，ヒョウ」と，きみょうな声をあげながら，「こと

しゃの分，来年まちゃれ，道のこぐさに米がなる，アずいな，アずい

な」などと，歌に合わせて，おもしろくおかしく踊ります。 

 これは，子どもやまごたちが，ますますさかえますように，また，

田や畑の作物が，たくさんとれますようにと，いのるおまつりの踊り

です。 

 この踊りは，面や踊

りのしぐさなどに，な

んとなく遠い南の国

の踊りのような，ふし

ぎな感じを受けます。

それで，もしかすると

とっても古いかおり

高い踊りだったので

はないかと言われています。 

 大里小・中学校の子どもたちも，この「面踊り」をたやさないよう

にと，毎年れん習をして，運動会のときに発表をしています。また，

 

大里の面踊り 



この踊りは，テレビで放送されたこともあります。 

エ 盆踊
ぼんおど

り 

 片泊の踊りは，

ほとんどお盆に祖

先のたましいをな

ぐさめるために行

われます。種類も

多く，太鼓踊り，

笠踊り，供養
く よ う

踊り

などがありますが，

中心になっている

のは，太鼓踊りです。 

 はじめに男の人たちが，火の神前と地の神前で花笠をもって踊りま

す。これを「ババナラシ」といいますが，これをすませないと太鼓踊

りはできないことになっています。太鼓踊りでは，カネ・ナカダイコ・

ジウテ・ヘヤという役があり，役によって，女の人のかっこうをした

り，太鼓を持ったりします。踊り歌を歌いながら踊りますが，ならび

かたも，たてになったり，まるくなったりするのです。 

 供養踊りは，太鼓踊りをする人たちが，手ぬぐいではちまきをして

踊ります。昔は初盆の家を一けんずつまわってしていましたが，今は，

学校の運動場で初盆の家の家族や親類えんじゃがゴザをしいてすわっ

ている前におどっています。 

 地区の人びとは，この大切な盆踊りをいつまでものこしていけるよ

うに，盆踊り保存会
ほ ぞ ん か い

を作って努力しているのです。 

 

片泊の太鼓踊り 



 

黒島流れと三島村 

今からおよそ１１０年前の明治２８年７月２４日のことでした。

近くを通った台風は，黒島の近くでかつおをとっていたなんせきも

の漁船をそうなんさせ，たくさんの人々の命をうばいました。４１

１人が亡くなったといいますから，大変な事故だったのです。  

そのころのかつお漁船は，長さ１７メートル，はば４メートルほ

どのはん船で，台風の進み方を知るためのきかいもなく，近づいて

いることに気づいたときにはひなんするひまがなくそうなんをかく

ごしなければならなかったといいます。  

この事故でそうなんした人のほとんどは，片泊の塩手鼻・ユキノ

瀬あたりに打ちよせられました。黒島の人びとはケガをした人，息

たえだえの人をそれぞれ背負って高いがけをよじ登り，ようやく家

につれて帰り，枕崎から助けの船が来るまで，食事の世話をしたり，

ケガの手当てをしたりしました。村の人たちは，わずかにたくわえ

ていた養生
ようじょう

米
まい

（重病人が出たり，災害にあったりなどの非常時のた

めにたくわえている米）を家々から持ってきて食事にあてたのです。

また，亡くなった人たちを丁重にとむらいました。  

このときから，黒島の人々と枕崎の人々との交流が深くなり，黒

島の人々が枕崎へいくと，ていねいにもてなしてくださり，つなが

りを深めたといいます。  

この悲しい出来事を「黒島流れ」といいます。  



３ これからの三島村 

わたしたちの住む三島村は，まわりを海でかこまれています。その

ため，いろいろと不べんなことやこまったことがあります。鹿児島な

どへの行き来や，生活にひつような品物を運ぶには，主に船しかあり

ません。また，わかい人が島を出て行くので，島に住む人数が毎年少

なくなっていきます。それに，仕事をする場所が，とても少ないこと

などです。でも，人びとは力を合わせて，自分たちのたいせつなふる

さとの三島村をもっと住みよい所にしようと，くふうしています。  

たとえば，平成１３年，「みしま」が新しくなりました。それまでの

船より，大きくなり，荷物や人をたくさん運べるようにしました。ス

ピードも速くて，鹿児島までの時間がずいぶん短くなりました。大き

な荷物などはクレーンでつみおろしていましたが，車やフォークリフ

トなどでじかに運べるようになりました。  

また，村は，少しでも人口をふやすために，三島村に住みたい人の

ために住たくをたてたり，くらしのお手伝いをするなど，うつり住み

やすいようにしています。それから，いろいろな所で，たけのこなど

のおみやげを売ったり，俊寛祭りやヨットレースのしょうかい，ジャ

ンベのえんそうなどをして，三島村のよさをみんなに知ってもらうた

めの活動もしています。平成１６年には，硫黄島に，キャンプなど外

での活動や学習をするための鹿児島市の施設「冒険ランドいおうじま」

ができます。鹿児島から，たくさんのお友だちが勉強に来ることにな

っています。  

三島村には大きな工場や会社はありませんが，たけのこ，つわぶき，

シイタケ，つばき油など，ゆたかな自ぜんをり用して，三島村でしか



できないものを作ったり，しつのよい牛を育てたりしています。また，

近くに魚のとれるよい場所があるので，港作りをしたり船を大きくし

たりして，ぎょぎょうをさかんにしようとしています。  

そのほか，三島のきれいな海やけしきをり用したかんこうにも，力

を入れようと考えています。竹島では，海の中をさんぽする「スキュ

ーバダイビング」を新しく名物にしようという計画も進められていま

す。  

それから，わたしたちの生活につながりのある学校，しんりょう所，

道路なども，もっとよくしようと計画を立てています。  

みんなの工ふうやがんばりのおかげで，三島村は，昔とくらべると

ずいぶん便利になり，くらしやすくなりました。これからも，ちえを

出し力を合わせて，もっとすみよい村にしていきましょう。  

これからの三島村を考えて  

・住みよい三島村にするために，のこしたいことや変えたいことなど

を話し合ってみましょう。  

・未来
み ら い

の三島村のようすをそうぞうして，絵や文にまとめ発表会をし

ましょう。  



〔年表〕  

年 代  村のうつりかわり  

明  

 

 

治  

16～20 年 

 

２２年 

 

２８年 

 

３０年 

 

３５年 

 • 竹島，硫黄島，大里，片泊に，寺子屋敷の学校

ができた。  

• 市や町，村のきまりができて，十島村
じっとうそん

は，大島郡
ぐん

となった。三島は，川辺郡のままだった。  

• 「黒島流れ」といって，多くの枕崎のかつお船

が黒島沖
おき

でそうなんした。  

• 十島村（今の三島村をふくむ）は，川辺郡より

分かれ，大島郡となった。  

• 硫黄島ゆうびん局ができた。  

大

正  

 ４年  • ３つの島に青年くんれん所ができた。  

昭  

 

 

 

和  

 ５年  

 

 

 ７年  

 

 ８年  

 ９年  

１０年  

１１年  

１６年  

お

じ

い

さ

ん

の

子

ど

も

の

こ

ろ  

• 村のお金で小学校（硫黄島尋常
じんじょう

小学校）が初め

てできた。竹島，大里，片泊には，分校ができ

た。  

• 小学校に高等科ができた。（硫黄島尋常
じんじょう

高等小

学校）  

• 初めて，村の船「十島丸」ができた。  

• 海底火山がばく発して，昭和硫黄島ができた。  

• 青年学校ができた。（小学校に併設
へいせつ

）  

• 黒島にネズミがはびこり大変だった。  

• 村の船「金十丸」ができた。  

 



昭  

 

 

 

 

 

和  

  

１９年  

２０年  

 

 

２１年  

 

 

 

 

 

 

 

２２年  

 

 

 

 

 

２３年  

 

 

２４年  

 

 • 太平洋
たいへいよう

戦争
せんそう

が始まる。  

• 台風で大里校の校しゃがたおれた。  

• ８月１５日，戦争は終わったが，船が来ないの

で，三島の人たちは，１１月ごろまで戦争の終

わったことを知らなかった。  

• １０の島のうち，南の７つの島はアメリカ軍が

治めることなり，北の３島と分かれた。今の三

島だけで，大島郡十島村とよびようになった。

（行政
ぎょうせい

区は，鹿児島郡区）  

• 役場を鹿児島市稲荷
い な り

町
ちょう

に開
かい

庁
ちょう

した。  

• ２月１１日，仮称
かしょう

「三島村」設立
せつりつ

委員会が開か

れた。この日を「建村日」とした。  

• 機帆船「三島丸」ができた。  

• 大里と片泊の分校がいっしょになり，黒島小学

校となった。  

• 硫黄島中学校ができた。竹島，大里，片泊は分

校であった。  

• 初めて，村長と村議会議員の選挙が行われた。  

• 役場が今のところ（名山町）にうつった。  

• 黒島小学校（大里）と片泊分校が分かれた。  

• 竹島分校が竹島小学校となった。  

• 三島村農業協同組合ができた。  

• 硫黄島中学校が三島中学校となった。  

• 黒島小学校が大里小学校となった。  



昭  

 

 

 

 

 

和  

 

 

 

 

２５年  

２６年  

 

 

 

 

２７年  

 

 

 

２９年  

３０年  

 

 

 

 

 

 

３１年  

 • 片泊分校が片泊小学校となった。  

• 竹島，黒島にゆうびん局ができた。  

• 硫黄島にしんりょう所ができた。  

• 漁業協同組合ができた。  

• ４つの地区に，役場出張所ができた。  

• 硫黄島に派出所ができた。（今は駐在所）  

• 南の７島が日本に返されるということで，分村

と村名変更
へんこう

について，住民の意見を聞くための

投票が行われた。  

• ルース台風でたくさんの家がたおれた。  

• 南の７島が日本に返され「十島村
と し ま む ら

」となった。  

• 村の名前「十島村
じっとうそん

」を，「三島村」に変更した。 

• 村の教育委員会ができた。  

• 村の船「三幸丸」ができた。  

• 無線電話連絡所が硫黄島にできた。  

• 硫黄島に火力発電所ができた。  

• 三島村と鹿児島市の間をむすぶせん用船とし

て，「第２三幸丸」ができた。  

• ネズミ駆除のため，黒島にイタチを入れた。  

• 硫黄島で村体育祭が行われた。  

• 三島小中学校の鉄きん校しゃができた。（小学校

は，硫黄島小学校）  

• 分校から，竹島中学校，大里中学校，片泊中学

校となった。  



昭  

 

 

 

 

 

 

和  

３２年  

 

 

 

 

 

３３年  

３４年  

 

 

３６年  

 

３７年  

３９年  

４０年  

 

 

４１年  

 

 

 

４３年  

４４年  

４６年  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

お

と

う

さ

ん

の

子

ど

も

の

こ

ろ  

• 黒島の中里川に水力発電所ができた。  

• 竹島小学校に鉄きん校しゃができた。  

• 硫黄島小学校が三島小学校となった。  

• 竹島・片泊小学校で完全給食が始まった。  

• 硫黄島に一般加入電話がついた。  

• 大里・片泊間に自動車道が開通した。  

• 竹島に火力発電所ができた。  

• 映画「私は忘れない」の現地ロケが黒島で行わ

れた。  

• 黒島にへき地しんりょう所ができた。  

• 竹島，大里，片泊に電話が通じるようになった。 

• 大里にかんい水道ができた。  

• 竹島にかんい水道ができた。  

• 硫黄島にかんい水道ができた。  

• 片泊ゆうびん局ができた。  

• 三島小中学校で完全給食が始まった。  

• 大里小中学校に鉄きん校しゃができた。  

• 片泊にかんい水道ができた。  

• 大里小中学校で完全給食が始まった。  

• 「第２三幸丸」が月６回，３つの島を回るよう

になった。  

• 鹿児島市名山町に新しい村役場ができた。  

• 大里で，はたおり（大島つむぎ）が始まった。  

• 竹島にへき地しんりょう所ができた。  



昭  

 

 

 

和  

 

 

 

５６年  

５８年  

 

 

 

５９年  

６０年  

 

６１年  

 

６２年  

６３年  

 できるようになった。  

• 大里・片泊間の村道が県道になった。  

• 村創立３５周年を記念して村民憲章ができた。  

• 大里にしんりょう所ができた。  

• 竹島，大里，片泊の多くの家に電話がついた。  

• 村章・村の木（つばき）・村の花（まる葉さつき）

が決まった。  

• 台風１０号が片泊をおそった。  

• 硫黄島に三島開発総合センターにできた。  

• 硫黄島の八朔太鼓踊りが，つくば万博でひろう

された。  

• 村船「みしま」がさらに新しくなった。それを

祝って，第１回村民運動会が硫黄島で行われた。 

• 台風１２号が片泊港のてい防をこわした。  

• 硫黄岳が５３年ぶりにふんえんをあげた。  

 

 

平  

 

成  

 

 

 

 元年  

 

 

 

 ２年  

 ４年  

 ６年  

 

 • 第１回三島村文化祭が硫黄島で行われた。  

• 硫黄島で硫黄島音楽祭が行われた。  

• 硫黄島の八朔太鼓踊りが県の文化財に指定され

た。  

• 第１回ミシマカップヨットレースが行われた。  

• 大里ふるさとセンターができた。  

• 三島村歌「夢光る」，イメージソング「三島旅情
りょじょう

」

が作られた。  



 

 

 

 

 

平  

 

 

 

成  

 

 

 

 

 ７年  

 

 ８年  

 

 

 ９年  

 

 

１０年  

 

１３年  

• 片泊ふれあいセンターができた。  

• 硫黄島の飛行場が，日本初の村営飛行場として

オープンした。  

• ママディ・ケイタさんの硫黄島公演が行われた。 

• 竹島にあいあい会館ができた。  

• 記録的な集中ごう雨で全島がひ害にあった。  

• 大里地区にテレビ共同アンテナが建てられた。  

• 歌舞伎
か ぶ き

「俊寛」公演が硫黄島で行われた。  

• 片泊が台風３号のよる大きなひ害をうけた。  

• 黒島地区にごみ焼きゃくしせつがたてられた。  

• 竹島地区にテレビ共同アンテナがたてられた。  

• しおかぜ留学制度が始まった。  

• 竹島に生ごみしょりしせつができた。  

• 第１回俊寛
しゅんかん

まつりが行われた。  

• 新船「みしま」ができた。  

 


